
 

 

 

 

寝屋川市立第八中学校 

寝屋川西部学園 八中だより 
令和８年６月１日 

 

６月 

行 事 予 定 
～６月～ 

２日（火）検尿最終 
３日（水）Jアラート 
４日（木）歯科検診 眼科検診 
８日（月）生徒集会 委員会活動 

１０日（水）心臓検診最終 中学生サミット交流会 
１２日（金）三者懇談 安全点検 教育実習終了 
１５日（月）三者懇談 

１６日（火）三者懇談 
１７日（水）Jアラート 
１８日（木）三者懇談 
１９日（金）三者懇談 
２６日（金）公立高校説明会 
２９日（月）期末テスト 
３０日（火）期末テスト 
 

～７月～ 
１日（水）期末テスト 
６日（月）委員会活動 
７日（火）平和学習 ３年卒業アルバム個人写真 
     クラブ写真 
８日（水）研究授業 
９日（木）３年卒業アルバム個人写真（予備） 
     クラブ写真（予備） 

１０日（金）２年出前授業 
１４日（火）安全点検 
１５日（水）１年林間学習保護者説明会 

１６日（木）大掃除 給食終了 
１７日（金）終業式 クラブ清掃 
１８日（土）寝屋川ミュージックデー 
２０日（月）海の日 
２２日（水）中学生サミット 

※今後の状況により内容が変更になる場合があります 

努力 
 

３年生 修学旅行 
５月２０日（水）から２２日（金）の２泊３日で３年生が徳島県・香川県に

修学旅行に行ってきました。 

この修学旅行では、「学年の力」を発揮し、たくさんの発見を「つながり」へ

と結びつけ、「感謝の気持ち」を忘れず、この修学旅行に関わるすべての人たち

が「笑顔」で楽しい気持ちで過ごせることを全員が意識して取り組みました。 

１日目は、徳島そらの郷にて民泊体験を行いました。各民泊先では様々な体

験をさせていただき、とても有意義な時間を過ごすことができました。 

２日目は、ラフティング体験をしました。ラフティングは川の冷たさを忘れ

るぐらい楽しんでいました。その日の夜は、ホテルで学年レクレーションをし、

大盛り上がりでした。 

３日目は、琴平周辺で班別の自由散策をしました。お土産を買ったり、食べ

物を買って食べたりと楽しく散策していました。また、うどん作り体験もし、

出来上がったうどんはお土産として持ち帰りました。 

みんなが協力して、思い出に残る素晴らしい修学旅行となりました。 

２年生 職場体験学習 

５月２０日（水）から２２日（金）の３日間、キャリア教育の一環として、

２年生が職場体験学習を行いました。中学校卒業後の進路選択の視野を広げる

ためにも大切な取り組みです。 

今年度は、医療・介護・販売・製造・公共施設など３５の事業所に協力をい

ただき、実施することができました。ご協力いただいた事業所の皆様、ありが

とうございました。 

また、ただ体験をさせていただくだけではなく、自分たちでアポイントメン

トをとり、事前打合せを実施し、本番に挑みました。働くことの喜びや大変さ

など、普段では経験することができない貴重な体験ができました。 

D-1グランプリ抽選会 

１年生 淀川河川校外学

習 ５月１５日（金）に１年生が淀川河川敷へ校外学習に行ってきました。この

１年生の校外学習は、本校の伝統的な行事であり、ハートプログラムの要素を

含んでいます。ひとりひとりが自分の行動に責任を持ち、班やクラス、学年の

和を深めることが目的で、みんなで協力して取り組みました。 

午前の班別行動では、班のみんなで力を合わせ、様々なミッションをクリア

していき、ゴールを目指しました。その後、学年レクレーションとしてクラス

対抗で大縄跳び大会を行いました。どのクラスも息を合わせて楽しく取り組む

ことができました。 

午後は、クラスでまとまってお弁当を食べた後、集合写真を撮影して元気に

学校まで帰ってきました。 

５月２６日（火）に今年度の D-1 グランプリの

組み合わせ抽選会がアルカスホールで開催されま

した。 

D-1グランプリとは、寝屋川市内の全小中学校で

総合的な学習の時間に取り組んでいる「ディベー

ト」の大会で、本校から代表生徒として２年生の９

名が抽選会に参加し、２年生はオンラインでその様

子を見守りました。 

抽選の結果、１２月に７中・８中・望が丘中でリ

ーグ戦を行い、勝ち上がった学校が決勝トーナメン

トへ挑戦することができます。 

名誉市民贈呈式 
５月２６日（火）にアルカスホールで開催された

名誉市民贈呈式に全校生徒がオンラインで参加し

ました。 

寝屋川市初となる、寝屋川名誉市民を贈呈された

北川進さんは、2025年にノーベル化学賞を受賞さ

れました。北川進さんの多孔性金属錯体（MOF）の

研究は世界的に注目され、化学分野における卓越し

た業績となっています。 

小中学生からの質問に答えていただく時間もあ

り、生徒たちは、探究心や学習意欲を高め、将来へ

の視野を広げることができたと思います。 


